
算数科学習指導案(略 案)
平 成23年2月4日(金)2校 時
小 学部 算数Cグ ル ープ 男子3人 計3人

場 所 職 員 室 後 方

指 導 者 内 倉 広 大

1題 材 「2と び ・5と び」

2本 時の実際(10/18)

(1)全 体 目標

○ タイル の操作 を通 して,(5の 倍数+余 り)個 の物 を5と びで数 えることは,速 くて正確で
あ るとい うよさに気付 き,30ま での数 を数えることができる。

(2)個 人目標

児 童
Ｏ児

(3年,男)

Q児

(5年,男)

P児

(5年,男)

個 人 目 標
○ 数 直 線 を使 って,5と び を 「5,10,15,20… 」 の よ うに連続 量 と して と

らえ,5と び で数 え る こ とが数 えや す い こ とに気 付 く こ とが で き る。

○5と び で(5の 倍数+余 り)個 の数 を数 え,考 え方 を説明す ることができ
る。

○ タイル を使 って,5と び で(5の 倍 数+余 り)個 の数 を正確に数 えるこ と
ができる。

(3)指 導及び支援に当た って
学習活動の概要と授業環境の工夫

本 グル ープの児童 は前時 まで に,2と びや5と びを使 って10の 束を作 り,よ り大きな数 を数 え
る学習を行 って きた。 その過程 において,ま とめて数 えるこ とが速 く,そ して正確 に数え られ る

とい う便利 さに気付 きつつ ある。また,同 じ数に分 けてそ ろえる活動(2個 ずつ,5個 ずつ)自

体が,そ の規則性 の心地 よさを引き出 し,声 に出 して数えるこ とや具体的な操作の向上 につながっ
て きている。

本時では,2と びで も5と びで も数 え切れない場合 について考える学習 を行 う。 「向か う」過

程 においては,そ れ ぞれ の考 えを発表す る場面を設 ける。 自分の考えを表 した り説明 した りす る
こ とで,「 できた ・わかった」を実感 でき,自 己効力感へ とつ ながる と考える。 さらに,教 師や

友達か らの称 賛や 賛同 によ り,実 感 が さらな る確信 へ とつなが ると考 える。 「かかわ る」過程 に

おいては,5と びを使 って課題 に取 り組む。学習課題 については,一 度具体的な操作活動 を通 し
て 自分で考 えてか ら発表す る場面 を設 け,友 達の考え方 と照 らし合わせ ることができるよ うにす

る。その後,個 別に課題 に取 り組み,考 えを深めてい くことができ るよ うにす る。

教材 ・教具 とのかかわ りについて
・ 半 具体 物 に 置 き換 えて考 え る際 に は ,こ れ ま で に使 い慣 れ て きたマ グネ ッ トタイル を用 い,

容 易 に扱 うこ とが で きる よ うにす る。
・5の ま とま りを 一 つ の物 と して と らえる こ とが で き る よ うに ,タ イ ル ケ ー ス を用 いて 一 く く

りにす る こ とが で き る よ うにす る。
・5と び を 「5 ,10,15,20… 」 の よ うに連続 量 と して と らえ,ま た 「…15,20,21,22」 の

よ うに数 え足 しを行 うこ とが で きる よ うな手 掛 か りと して 数 直線 を用 い る よ うにす る。

人(友 達 や教師)と のかかわ りについて
・ 児童 の考 えを説 明す る場 を設定す る

。 このことに より,自 分の考え と友達の考えを照 ら し合
わせ,そ の相違や 互いの考 えの よさに気付 くことができるよ うに したい。

・ 教師は,児 童が十分 な思考 ・判断す る時間を設 け,そ の主体的な考 え方 を大切に し,児 童 自
身の考 えをま とめ ることがで きるよ うに支援 を行 うようにす る。

自分 とのかかわ りについて
・ 具体的な操 作活動 を説 明 した り

,プ リン トに思考の過程 を書 き表 した りすることで,ど の よ
うに学習が進んだかを振 り返 ることができるよ うにす る。

・ 個別の課題や発表場面 で,友 だちや教師か ら称 賛を受 けた り,正 解 であることを伝 えられた
りす るこ とで,「 で きた ・わかった」 ことを実感 として味わ うことがで きるよ うにす る。
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(4)実 際

過 程

向

か
う

(10分)

か
か
わ
る

(25分)

主な学習活動
1始 ま りのあい さつをす る。

2前 時の学習 を振 り返 り,本

時 の学 習 につ いて知 る。

(1）5の ま とま りを使 った課

題 に取 り組 む。

(2)5の ま とま りを作 る課題

に取 り組 む。

(3)本 時 の 学 習 に っ い て 知

る。

23個 は どの よ うに して 数

え た ら簡 単 で あ る か 考 え て

み よ う。

3い ろい ろな数 え方 をみ ん な

で考 え,発 表 し合 う。

(例)
・1つ ず つ数 える

・2と びで数 える

・5と び で数 える

45と び の課題 に取 り組 み,

考 え方 を発 表 し合 う。

(課題1)

赤,青,黄,緑,茶 色 の

か ご に は それ ぞれ み か ん が

5個 ず つ 入 っ てい ます 。橙

色 の か ご に は3個 入 っ て い

ます 。 全 部 で い くつ のみ か

んがあ るで しょ うか?

(課題2)

全 部 で い くつ あ るで し ょ

うか?

指導及び支援の手だて
・ 前 時 の振 り返 りで は ,課 題 設 定 を

二つ 行 う。 初 めは,も とも と5個 を
一 くく りに した 具 体物 を提 示 し

,個

数 を数 える よ うに し,5個 をま とま

り と して 見 る こ とが で き る よ うにす

る。 次 の課 題 は,く く られ て な い状

態 で 課題 を提 示 し,5の ま とま りを

作 る活動 を踏 ま え て か ら数 え るよ う

にす る。
・ 説 明 の際 には ,前 時 まで に用 い た

教 材 を準備 してお き,場 面 を想 起 で

きる よ うにす る。
・ 問題 を提 起 した後 ,半 具体 物 を用

い て個 々に考 える時間 を作 る。
・23は 「5と びで 数 え切 れ な い 」 と

い うこ とに気 付 くこ とが で き る よ う

に発 問 をす るよ うにす る。
・ 児童 の考 えを大 切 に し,自 分 の 考

えを表 す こ との楽 しさを 味 わ うこ と

が でき るよ うにす る。
・ ０児 ,Q児 は,数 直線 を使 い,ま

とま りを連続量 と して 数 え る こ とが

で きる よ うにす る。
・ よ り大 きな ま とま りで と らえ る と

簡 単 に,正 確 に数 え る こ とが で きた

こ とを導 き,5と び の よ さを想 起 す

る こ とが で き る よ うな言 葉 掛 け をす

る。
・ 課 題1の 提示 の 際 に は ,場 面 設 定

や5の ま とま りが イ メ ー ジ しや す い

よ うに絵等 の視覚教材 を用 い る。個 々

の操 作 活 動 で は半 具 体 物 と してマ グ

ネ ッ トタイル を用 い るよ うにす る。

・ 課題2の プ リン ト上 の 半具 体 物 を

数 え る際 に は,5個 ず つ線 で 囲ん で

か ら数 え る よ うに し,自 分 の考 え を

振 り返 った り,説 明 した りす る こ と

がで き るよ うにす る。

資料 ・準備

・ 数 直 線

・ マ グ ネ ッ

トタ イ ル
・5個 く く

り の ケ ー ス

・ 絵

・ 課 題 用 紙

・ マ グ ネ ッ

トタ イ ル

・5と び で 数 え て も正 しい答 えで あ

るか ど うか を確 か め るた め,一 つ ず

つみ んなで数 えあげを行 う。

見

つ
め

る

(10分)

5個 別課題でいろいろな課題

に5と びで取 り組む。

6互 いに数 を確認 す る。

7本 時 の まとめをす る。

5と び で数 え切 れ な い数

も,5と び を使 う と数 えや

す い。

8終 わ りの あい さつ をす る。

・ 個別 の課題 は ,０ 児 とQ児 は50ま

で の数,P児 には100ま での数 を取 り

入れ る。
・ 児童 に よ る採 点 の数 は 時 間 に よ り

調 整 し,残 りは教 師 が 行 うよ うにす

る。
・ 採 点後 は互 い に認 め合 い ,ま た 間

違 った課 題 に つ い ては 教 師 を 交 えて

考 え直す よ うにす る。
・ ま とめ では ,「5と び は便利 であ る

こ と」 の気 付 き を子 どもた ち の言 葉

で確認す るこ とがで きるよ うにす る。

・ 赤 ペ ン

(5)評 価
○ タイルの操作 を通 して,(5の 倍数+余 り)個 の ものを5と びで数 えることは,速 くて正確

で あるとい うよさに気付 き,30ま で の数 を数えることがで きたか。
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